
第２回「戦争と医の倫理」の検証を進める会・世話人会 会議報告 

 

◇日 時  ２００９年１１月３日（火・祝日）１３時１～１６時 

◇場 所  東京保険医協会 セミナールーム 

◇参加者  橋本葉子顧問、塩安佳樹、西山勝夫各代表世話人、莇昭三、小俣和一郎、車谷

容子、肥田泰、光石忠敬、吉中丈志各常任世話人、住江憲勇事務局長、岡田朝

志、刈田啓史郎、川嶋みどり、川村実、小松美彦、松村高夫各世話人 

     （事務局）室井正、木村徳秀、小嶋博之、長瀬文雄、原文夫、山下芳花各氏 

      

◇議 長  塩安代表世話人 

 ＊初参加の橋本顧問、岡田、川嶋、川村、松村各世話人より挨拶があり、他の参加者から

自己紹介が行われた。 

 

◇報告・協議事項 

１．設立大会のまとめと出された意見への対応について 

（１）設立大会の概要報告、及び追加報告（参加者内訳、寄せられた感想等）について    

   事務局より文書にもとづき報告があり、了承。 

（２）大会等で出された意見をふまえた趣意書等の整理について 

 ①設立大会提案の設立趣意書について 

田中智彦世話人からの趣意書修正案（事務局より一部文言追加）について検討を行った。

その結果、「設立大会では、出された意見を今後の活動に生かしていくこととし、趣意

書は提案どおり採択」した経緯をふまえ、修正は行わない。ただし、田中世話人から提

起された医療の基本的な倫理のあり方を問う問題意識は、今後の活動で必要に応じて検

討していくこととした。 

 ②「ご賛同・ご協力の呼びかけ」については、前項と同様、修正は行わないこととした。 

③会名称のドイツ語訳については、出された意見をふまえて小俣常任世話人が整理するこ

ととした。 

その後、小俣常任世話人から寄せられたドイツ語名称は、下記のとおり。 

Gesellschaft für Förderung der historischen und ethischen Untersuchung der 
medizinischen Kriegsverbrechen Japans (GFHEUMKJ － またはGFUMK) 

 ④趣意書の英語訳については、提案どおり確認した。 

 

２．今後の活動の具体化について 

（１）ホームページとメーリングリストの開始、銀行口座の開設について 

  いずれも開始、または開設したことを報告し確認した。ホームページについては、本会

の重要な情報発信の手段であると同時に、第三者からみても関心を持っていただけるよ

う見やすくするため、費用を多少かけても充実させてはとの意見があり、見積もりも含

めて検討することとした。 

（２）賛同の呼びかけリーフの作成について 

  4 つ折りと3連式のリーフ案をもとに検討し、①呼びかけ文は、文章が長いことと設立

趣意書とも表現が重なるので簡潔に整理する、②世話人会体制の肩書きは正式名称で表

記する、③賛同は、団体と個人を分けて整理する、④賛同ハガキは着払いとする旨の意

見があり、費用節減も含めて作成案を検討することとした。 

（３）予算（素案）と協力団体への活動募金のお願いについて 



  予算案については、積極的な活動を想定した予算案を検討する。今後の活動計画の具体

化は、常任世話人会で検討する。「活動募金のお願い」については、団体にも賛同を広

げていくこととしたことから、賛同の訴えと返答書も含めた案文に整理する。 

（４）世話人会の活動体制について 

  これまでの議論で出されていた課題別の委員会・ワーキンググループ（例：医学会総会

等対策委員会、独自企画の検討委員会、資料収集広報委員会など）も参考にして、今後

の課題別の活動日程の見通しの全体的な計画を立て、その具体化との関連で整理してい

くこととした。 

（５）731部隊等に関する防衛省への資料公開請求の要請について 

  松村世話人より、「731・細菌戦部隊の実態を明らかにする会」（代表は松村慶大名誉教

授、個人と関係の市民団体で構成）として、防衛省への資料公開要請を準備しているこ

との報告、及び本会と「15年戦争と日本の医学医療研究会」の3団体で共同して活動し

てはどうかとの提案があり了承した。本会の要請案については、常任世話人会で検討す

ることとした。 

（６）日本医学会、日本医師会等への要請について 

  次回の常任世話人会で要請案を確認し、具体化することとした。なお、日本医学会は早

めに行い、日本医師会については、次期会長選挙の動向なども見ながら対応することと

した。 

 

３．その他  

（１）山口研一郎常任世話人より世話人会での検討依頼について 

  10 月 10 日付け朝日新聞「私の視点」の記事も参考に、国による「インフルエンザ」対

策としてのワクチン接種のあり方について討議をとの要望があり、出席者で意見交換し

た。今回は一つの問題提起として受け止め、必要に応じて検討していくこととした。 

（２）15年戦争と日本の医学医療研究会定例研究会プログラム（11月15日、東京大学で開

催）の紹介があった。 

（３）次回会議予定 

 ①常任世話人会は、本年12月5日（土）午後4時～6時 保団連会議室で開催。 

 ②世話人会は、2010年2月11日（木・祝日）午後1時～4時 東京保険医協会で開催。 

 

以上 


